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県
本
部
結
成
70
周

年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
ト
リ
を

つ
と
め
た
組
合
員

有
志
に
よ
る
三
線

演
奏
も
、
不
安
は
あ
っ
た
が
、

何
と
か
無
事
に
完
奏
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
演
奏
後
、
多
く
の

式
典
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
き
、
世
話
役
と
し
て
ホ
ッ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
▼
出
演
メ

ン
バ
ー
か
ら
も
「
緊
張
し
た
け

れ
ど
楽
し
め
た
」
と
嬉
し
い
感

想
を
も
ら
っ
た
。
普
段
は
別
の

三
線
サ
ー
ク
ル
で
活
動
す
る
仲

間
た
ち
に
初
め
て
会
い
同
じ
曲

を
演
奏
で
き
た
こ
と
、
ハ
レ
の

舞
台
で
上
手
な
演
奏
を
見
せ
た

い
と
各
自
が
自
主
練
習
を
積
ん

だ
こ
と
な
ど
、
各
メ
ン
バ
ー
が

今
後
も
三
線
を
続
け
、
さ
ら
な

る
上
達
を
め
ざ
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
う
▼
組
合
活
動
に

真
剣
に
向
き
合
う
ほ
ど
、
大
変

な
わ
り
に
報
わ
れ
る
こ
と
が
少

な
く
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ

と
が
多
い
。
仲
間
の
存
在
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
い
時

間
は
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
前

向
き
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
か
ら
不
思
議
だ
。
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発 

行

２日　連合兵庫・政策制度要求実現総決起集会
（各地協別に開催）

９日　社会福祉協議会関係労組（団体）交流会
（播磨ブロック／ウェブ）

15日　春闘全国統一行動日
16日　県本部卓球大会（洲本市文化体育館）

当面の日程

　

１
９
５
４
年
１
月
24
日
に
自

治
労
兵
庫
県
連
と
し
て
発
足

し
、
今
日
お
集
り
の
役
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
式
典
で
表
彰

さ
れ
る
諸
先
輩
や
先
人
の
方
々

の
ご
奮
闘
と
ご
尽
力
に
よ
っ

て
、
組
合
員
数
３
万
人
の
県
本

部
と
し
て
今
日
の
式
典
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
、
65
歳
定
年
延
長
の
移

行
が
始
ま
り
、
そ
し
て
50
周
年

当
時
と
比
べ
て
も
正
規
職
員
数

の
減
少
と
そ
れ
を
上
回
る
非
正

規
職
員
数
の
拡
大
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
組
合
離
れ
と
い
う
事

態
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

70
周
年
が
県
本
部
の
運
動
の

終
着
点
で
は
な
く
、
次
の
80
周

年
を
さ
ら
に
多
く
の
仲
間
と
迎

え
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の

自
治
労
運
動
の
継
承
と
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
変
化
の
流
れ
を
見

逃
さ
ず
更
な
る
発
展
に
む
け
た

運
動
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に

挑
戦
を
し
て
い
き
た
。

　

県
本
部
役
職
員
は
も
と
よ

り
、
県
本
部
に
集
う
各
単
組
組

合
員
と
と
も
に
運
動
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
も
、
引
き
続
き

単
組
の
み
な
さ
ん
の
運
動
へ
の

結
集
と
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
お
願
い
し
、
式
典
で
の

あ
い
さ
つ
と
す
る
。

　

自
治
労
本
部
は
１
月
29
～
30

日
の
２
日
間
、
第
１
６
５
回
中

央
委
員
会
を
東
京
で
開
催
し
、

２
０
２
４
春
闘
方
針
や
能
登
半

島
地
震
の
復
興
支
援
、
分
権
・

自
治
を
守
る
た
た
か
い
な
ど
、

当
面
の
闘
争
方
針
を
決
定
し

た
。
対
面
参
加
の
中
央
委
員
・

傍
聴
者
、
ウ
ェ
ブ
傍
聴
者
の
合

計
５
５
０
人
（
兵
庫
県
本
部
か

ら
は
13
人
）
が
参
加
し
た
。

　

開
会
冒
頭
に
、
参
加
者
全
員

で
能
登
半
島
地
震
犠
牲
者
に
黙

と
う
を
捧
げ
、
続
い
て
石
上
中

央
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　

１
日
目
は
、
中
央
本
部
か
ら

一
般
経
過
報
告
、
２
０
２
３
自

治
体
確
定
闘
争
総
括
（
案
）、

２
０
２
３
現
業
・
公
企
統
一
闘

争
総
括
（
案
）、
２
０
２
４
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
中
間

決
算
報
告
、監
査
報
告
が
さ
れ
、

こ
れ
に
関
わ
り
、
兵
庫
県
本
部

含
む
12
県
本
部
の
中
央
委
員
が

発
言
し
た
。

　

兵
庫
県
本
部
か
ら
は
戎
剛
副

委
員
長
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
の
成
果

と
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
県
本
部

確
定
闘
争
の
重
点
課
題
で
あ
っ

た
俸
給
表
の
引
き
上
げ
改
定
の

４
月
遡
及
や
次
年
度
か
ら
の
勤

勉
手
当
支
給
に
向
け
た
取
り
組

み
、
さ
ら
に
は
未
組
織
自
治
体

で
の
組
織
化
の
取
り
組
み
の
現

状
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

４
春
闘
方
針
（
案
）、
当
面
の

闘
争
方
針
（
案
）
な
ど
が
提
案

さ
れ
、２
日
間
に
わ
た
り
質
疑
・

討
論
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の
議

案
も
圧
倒
的
多
数
の
中
央
委
員

の
賛
成
を
得
て
可
決
・
承
認
さ

れ
た
。

が
「
こ
の
間
の
諸
先
輩
の
功
績

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
本
日

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
期
に
更
な

る
未
来
へ
向
け
全
単
組
一
致
団

結
し
て
一
歩
前
へ
進
も
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
閉
会
し
た
。

　

今
後
は
70
周
年
事
業
と
し
て

様
々
な
企
画
を
計
画
中
。
各
単

組
組
合
員
・
ご
家
族
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
す
る
。

どこへ連れて行くんだ～!!

大  植　賢（豊岡市職労）

い
評
価
を
得
て
い
る
亜
空
亜
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
さ
ん
が
、
中
国
伝
統
芸

の
変
面
と
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク

を
披
露
。

　

ま
た
、
戎
剛
副
委
員
長
が
２

０
１
６
年
に
立
ち
上
げ
た
自
主

的
な
三
線
サ
ー
ク
ル
が
大
舞
台

に
初
デ
ビ
ュ
ー
し
、
演
奏
者
は

緊
張
し
な
が
ら
も
会
場
に
三
線

の
音
を
響
か
せ
た
。

　

最
後
に
小
原
王
之
副
委
員
長

会
最
年
少
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

躍
中
の
山
本
壱
輝
さ
ん
に
よ
る

和
太
鼓
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
幕

開
け
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ

の
の
ち
来
賓
各
位
よ
り
祝
辞
を

受
け
、
鏡
開
き
を
行
い
懇
談
中

は
各
単
組
紹
介
動
画
が
流
さ
れ

た
の
ち
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
軽

快
で
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
演
技
で

国
内
外
の
マ
ジ
ッ
ク
大
会
で
高

上
千
博
自
治
労
本
部
委
員
長
、

歴
代
委
員
長
を
代
表
し
小
島
修

二
元
委
員
長
、
自
治
体
議
員
連

合
か
ら
は
加
地
幸
夫
神
戸
市
会

議
員
よ
り
祝
辞
を
受
け
、
自
治

労
運
動
に
貢
献
し
た
55
人
を
代

表
し
三
田
市
職
労
の
橋
本
維
文

さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　

式
典
後
は
太
鼓
楽
団
大
地
の

　

県
本
部
は
１
９
５
４
年
１
月

に
結
成
以
来
、
今
年
で
70
周
年

を
迎
え
、
２
月
2
日
に
神
戸
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
で
約
２
２
０
人
が
参
加

す
る
中
、
記
念
式
典
と
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

　

式
典
で
は
山
下
忠
之
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
の
ち
、
石

あいさつする山下忠之委員長 レセプションの最後を飾った三線サークル

亜空亜SHINさんの変面

和太鼓で幕開け

感謝状を受ける橋本さん●右右

兵庫から戎副委員長が発言

県本部結成70周年
記念式典・レセプション

未
来
へ
向
け
一
歩
前
へ

三
線
サ
ー
ク
ル
が
大
舞
台
で
初
デ
ビ
ュ
ー

記念式典山下委員長あいさつ要旨

自治労運動の継承と
更なる運動の発展めざす

本部中央委員会

会
計
年
度
の
取
り
組
み
を
報
告

議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
・
承
認
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県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

は
神
戸
市
教
育
会
館
で
１
月
27

日
、
病
院
集
会
を
ウ
ェ
ブ
併
用

で
開
催
し
32
人
が
参
加
し
た
。

　

基
調
で
は
澤
田
拓
実
事
務
局

長
が「
診
療
報
酬
改
定
の
情
勢
、

看
護
師
等
の
確
保
推
進
、
看
護

補
助
者
の
処
遇
改
善
事
業
、
公

立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
策

定
状
況
」
な
ど
12
項
目
に
つ
い

て
提
起
し
、
情
勢
と
課
題
の
共

有
を
は
か
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
川
﨑
雅
子
新

潟
県
職
員
労
働
組
合
医
療
部
長

よ
り
「
早
期
退
職
防
止
～
今
働

い
て
い
る
人
を
大
切
に
す
る
取

り
組
み
～
」
と
題
し
て
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
講
演
を

受
け
、
分
散
会
を
開
催
し
た
。

　

４
つ
の
分
散
会
で
は
「
パ
ワ

ハ
ラ
に
つ
い
て
は
相
談
内
容
が

誰
に
も
分
ら
な
い
よ
う
な
窓
口

を
設
置
す
る
よ
う
依
頼
も
あ
り
、

当
局
交
渉
を
行
っ
て
い
る
」「
安

全
衛
生
委
員
会
と
リ
ン
ク
し
て

パ
ワ
ハ
ラ
撲
滅
の
周
知
ル
ー
ル

を
作
る
」「
当
事
者
は
、
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
懸
念
し
て
お
り
、
組
合
と
し

て
相
談
窓
口
の
整
備
も
必
要
と

な
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
相
談
し
や
す

い
環
境
と
し
っ
か
り
と
し
た
シ

ス
テ
ム
が
必
要
。
そ
の
う
え
で
、

当
局
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
と

し
て
締
め
く
く
っ
た
。

川崎さんの講演

人事評価制度について学習

入
さ
れ
る
人
事
評
価
制
度
に
つ

い
て
、
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か

講
義
を
受
け
、
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　

初
日
は
県
本
部
戎
剛
副
委
員

長
が
「
勤
勉
手
当
支
給
に
と
も

な
う
人
事
評
価
制
度
」
と
題
し

て
人
事
院
勧
告
の
仕
組
み
か
ら

勤
勉
手
当
の
あ
り
方
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
。
そ
の
後
、
淡

路
市
職
労
の
事
例
を
挙
げ
、
正

規
と
同
じ
よ
う
に
人
材
育
成
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め

に
人
事
評
価
が
使
わ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
再
度
任
用
の
際

の
評
価
基
準
と
し
て
安
易
に
使

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
交

渉
す
る
こ
と
な
ど
注
意
点
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年

の
確
定
闘
争
の
結
果
と
し
て
、

県
内
27
自
治
体
で
遡
及
が
行
わ

れ
た
が
、
未
組
織
自
治
体
が
４

月
遡
及
に
苦
戦
し
た
こ
と
に
触

れ
、
当
事
者
運
動
の
大
切
さ
と

組
織
化
す
る
こ
と
の
意
義
を
強

く
訴
え
た
。

　

２
日
目
に
は
阪
神
淡
路
ブ

ロ
ッ
ク
の
橋
本
維
文
事
務
局
次

長
が
「
人
事
評
価
と
は
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
で
の
人
事
評
価
制

度
の
成
り
立
ち
や
公
務
員
に
人

事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
た
背

景
に
つ
い
て
解
説
。
人
事
評
価

制
度
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、

４
原
則
「
透
明
性・
公
平
性・
客

観
性・納
得
性
」、２
要
件
「
労
働

組
合
が
評
価
制
度
設
計・運
用
に

関
与
で
き
る
こ
と
」「
不
服
申
し

立
て
が
で
き
る
こ
と
」を
自
治
労

と
し
て
提
起
し
て
い
る
こ
と
を

念
頭
に
、当
局
に
向
き
合
っ
て
い

こ
う
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
制
度
導
入

に
あ
た
り
、
今
ま
で
曖
昧
に

な
っ
て
い
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
き
っ
ち
り
と
交
渉
し
て
い

き
た
い
」「
継
続
的
し
て
学
習

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」な
ど
、

今
後
に
向
け
た
意
欲
的
な
声
が

聞
か
れ
た
。

　

公
共
民
間
協
２
０
２
４
春
闘

学
習
会
を
２
月
３
日
、
神
戸
市

教
育
会
館
で
開
催
し
17
人
が
参

加
。
大
野
敏
隆
議
長
は
「
本
部

の
春
闘
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
各
職
場
の
課
題
に
あ
て

は
め
取
り
組
み
を
進
め
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

津
村
崇
夫
事
務
局
長
は
「
物

価
上
昇
の
中
、
１
７
５
０
０
円

の
賃
上
げ
要
求
と
、
政
府
が
示

し
た
『
労
務
費
の
適
切
な
価
格

転
嫁
』
を
求
め
る
」
と
の
春
闘

方
針
を
提
起
し
た
。

　

学
習
会
は
、
本
部
の
本
間
誠

一
オ
ル
グ
が
労
使
関
係
の
基
本

を
説
明
。「
労
使
関
係
を
定
め

た
法
律
は
多
く
あ
る
が
、
賃
金

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

は
労
働
組
合
だ
け
。
格
差
是
正

や
生
活
実
態
改
善
に
向
け
て
、

春
闘
で
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
」
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
交
流
で
は
介
護
ヘ
ル

パ
ー
や
社
協
な
ど
、
職
場
で
の

頑
張
り
を
共
有
し
た
。

10周年の調印をした４単組

　

２
月
17
日
、
神
戸
市
職
労
と

山
口
市
職
労
、
日
田
市
職
労
、

中
津
市
職
労
の
４
単
組
が
、
神

戸
市
内
で
「
助
け
合
い
協
定
10

周
年
」
の
調
印
式
を
行
っ
た
。

調
印
に
先
立
ち
、
神
戸
市
職

労
北
川
学
執
行
委
員
長
は
「
助

け
合
い
協
定
を
さ
ら
に
強
固
な

も
の
に
し
て
、
多
く
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
調
印
す
る
各
単
組
の
委
員

長
か
ら
も
、「
引
き
続
き
支
援

の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
た
。
神
戸
市
職
労

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
全

国
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
た

感
謝
と
お
礼
の
た
め
、
国
内
外

で
起
こ
る
自
然
災
害
へ
カ
ン
パ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
山
口
、日
田
、

中
津
の
各
市
が
豪
雨
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
際
、
神
戸
市
職
労
と

し
て
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
か
ら
交
流
が
深
ま
り
、
２

０
１
４
年
２
月
15
日
に
４
単
組

で
「
助
け
合
い
協
定
」
結
ん
だ
。

こ
の
度
、
協
定
締
結
後
10
年
と

な
る
た
め
「
助
け
合
い
協
定
10

周
年
」
の
調
印
を
し
、
協
定
の

継
続
が
再
確
認
さ
れ
た
。

春闘に向けて意思統一

労
務
費
の
適
切
な
価
格
転
嫁
を
求
め
る

今
年
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉
手
当

が
支
給
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
導

　

臨
職
評
学
習
合
宿
が
、
１
月

27
～
28
日
に
北
野
会
館
で
行
わ

れ
、24
単
組
75
人
が
参
加
し
た
。

臨職評学習合宿

勤
勉
手
当
支
給
に
備
え
意
見
交
換

人
事
評
価
制
度
へ
の
更
な
る
理
解
深
め
る

衛生医療評病院集会

相談窓口の整備が必要
パワハラについて意見交換

神戸市職労

助
け
合
い
10
周
年
協
定
調
印

４
単
組
で
の
協
定
継
続
を
再
確
認


